
第 4号         東洋大学校友会埼玉県東部支部 《リーフレット版》          2020.11.４（Wed） 

 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
に
期
待
す
る 

支
部
活
性
化 

  
 
 
 

 
 

 

支
部
長 

中
里 

繁
夫 

 
 
 
 

 
 
 

 

（
昭
和
50
年
土
木
） 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会

情
勢
が
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
情
報

社
会
を
取
り
巻
く
環

境
が
変
わ
っ
て
き
た

と
痛
感
し
て
き
て
い

ま
す
。
私
の
環
境

は
、
パ
ソ
コ
ン
に
関
し
て
は
、
子
供
の
お
下
が

り
で
十
数
年
経
ち
ま
す
。
当
初W

in
d

o
w

s7

の

設
定
で
し
た
が
、W

in
d
o

w
s1

0

に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話

は
、
昨
年
ガ
ラ
ケ
ー
か
ら
、
ら
く
ら
く
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
替
え
ま
し
た
。
理
由
は
、
以
前
の

携
帯
電
話
で
は
契
約
内
容
の
変
更
が
で
き
な
い

の
で
？ 

店
員
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
機
種
変
更
し
た
次
第
で
す
。 

こ
の
度
、
埼
玉
県
東
部
支
部
で
は
、
IT
推
進

化
を
進
め
る
に
あ
た
り
黒
井
副
支
部
長
（
広
報

担
当
）
に
色
々
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子

版
」
を
活
用
し
て
支
部
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
支
部
役
員
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
中
で
（
他
支
部
も
同
様
か
と

思
い
ま
す
）、
な
か
な
か
取
り
組
み
に
は
課
題

が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
前
へ
前
へ

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
自

身
も
、F

aceb
o

o
k

、L
IN

E

、B
lo

g

等
々
横
文
字

に
は
全
く
無
縁
な
（
解
ら
な
い
、
理
解
し
な

い
）
世
界
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
を
機
会

と
思
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
体
験
研
修
会
に

も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
私
の
パ
ソ
コ

ン
は
古
く
て
、
カ
メ
ラ
機
能
が
無
く
映
像
が
写

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、W

E
B

カ
メ
ラ
を

購
入
し
ま
し
た
の
で
、
次
回
のZ

o
o

m

体
験
研

修
会
に
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
不
定

期
の
発
行
で
は
あ
り
ま
す
が
、
IT
推
進
施
策
の

一
環
と
し
て
埼
玉
県
東
部
支
部
を
盛
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
校
友
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   
 

校
友
会
の 

『
さ
ざ
れ
石
』
を
大
き
く
！ 

  
 
 
 
 
 

副
支
部
長 

黒
井 

登
起
雄 

（
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

 

校
友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
の
会
費
納
入
者
数 

（
一
般
社
団
法
人
移
行
後
の
正
会
員
）
は
、
約

八
五
〇
名
で
、
所
属
会
員
数
（
普
通
会
員
）
二

〇
、
八
五
〇
名
（
校
友
会
会
員
数
約
二
十
七
万

名
）
の
約
4.1

%
の
会
費
納
入
状
況
（
平
成
28
年

度
）
と
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ

は
、
普
通
会
員
（
卒
業
生
）
の
*1
一
般
社
団
法

人
（
一
社
）
の
目
的
へ
の
賛
同
の
少
な
さ
を
示

し
て
い
ま
す
。
支
部
の
正
会
員
を
10
％
近
傍
へ

の
組
織
率
に
拡
充
す
る
組
織
取
り
組
み
と
情
報

発
信
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

支
部
会
員
の
皆
様
は
、
国
歌
（
君
が
代
）
の

歌
詞
に
詠
ま
れ
て
い
る
「…

…

、
千
代
に
八
千

代
に
、
さ．
ざ
れ
．
．
石．
の．
巌．
（
い
わ
お
）
と
な
り

て
、…

…

」
の
『
*2
さ
ざ
れ
石
（
細
石
）
の

巌
』
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
さ
ざ
れ
石
は
、

「
小
さ
い
石
」「
小
石
」（
広
辞
苑
調
べ
）
で
す

が
、
こ
の
巌
（
い
わ
お
）
は
、
永
い
年
月
の
雨

水
で
溶
け
出
し
た
石
灰
化
成
分
で
固
化
し
た
団

塊
で
、
こ
の
団
塊
を

指
し
て
『
さ
ざ
れ

石
』
と
呼
ぶ
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
『
さ
ざ
れ
石
』
の

団
塊
は
、（
一
社
）

校
友
会
の
組
織
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、

（
一
社
）
校
友
会
移
行
に
よ
る
塊
の
拡
充
・
増

大
策
と
、
活
動
の
IT
推
進
に
よ
る
活
性
化
策
な

ど
が
校
友
会
員
の
「
固
化
材
」
の
役
割
を
と
思

い
ま
す
。
埼
玉
県
東
部
支
部
の
『
校
友
会
の

巌
』
を
会
員
の
皆
様
の
賛
同
と
ご
協
力
で
、
大

き
く
し
ま
し
ょ
う
！
、
大
き
く
し
た
い
も
の
で

す
ね
。
！ 

*1 

令
和
2
年
度
の
臨
時
支
部
長
会
議
（
9
月
5
日
書
面
議

決
に
よ
る
開
催
）
に
お
い
て
校
友
会
の
一
般
社
団
法
人
へ

の
移
行
を
承
認
。 

*2
「
さ
ざ
れ
石
」
は
、
昭
和
36
年
頃
に
岐
阜
県
揖
斐
川
郡
春

日
村
（
揖
斐
川
町
春
日
）
で
発
見
さ
れ
、
「
さ
ざ
れ
石
公

園
」
を
整
備
・
昭
和
52
年
に
春
日
村
の
天
然
記
念
物
に
指

定
）、
全
国
各
地
の
神
社
な
ど
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

宮
氷
川
神
社
、
日
光
二
荒
山
神
社
、
諏
訪
大
社
（
下
社
秋

宮
）、
武
田
神
社
な
ど
に
も
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
（
参
拝
確

認
写
真
撮
影
）。
こ
れ
ら
以
外
の
各
地
の
「
さ
ざ
れ
石
」
の

写
真
、
工
学
的
解
釈
や
、
歌
詞
の
文
学
的
な
解
釈
な
ど
の

知
見
文
書
を
支
部
専
用
の
広
報
メ
ー
ル
に
お
寄
せ
頂
け
れ

ば
有
難
い
で
す
（saita_

east@
y
ah

o
o
.co

.jp

）
。
今
後
発
刊

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
に
お
い
て
整
理
し
て
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 「

校
友
会
費
の
納
入
と 

校
友
会
活
動
へ
の
参
加
」
の
お
願
い
！ 

 

校
友
会
支
部
の
諸
活
動
は
、
校
友
の
皆
様
の

会
費
納
入
に
よ
る
支
部
へ
の
交
付
金
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
支
部
は
、
卒
業
生
（
普
通
会

員
）
の
う
ち
校
友
会
の
目
的
に
賛
同
し
た
会
費

納
入
者
（
正
会
員
）
が
多
く
な
る
こ
と
に
よ
り

活
性
化
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
活

動
へ
の
参
画
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
の
で
、

校
友
会
費
の
納
入
（
正
会
員
）
の
手
続
き
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
、「
会
員
の
皆

様
の
声
（
活
動
企
画
へ
の
ご
意
見
）
」
も
お
寄

せ
下
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

年
会
費 

3
千
円 

終
身
会
費 

5
万
円 

新
卒
者
納
入
会
費 

*3
一
括 

2
万
円 

*3 

卒
業
ま
た
は
修
了
後
10
年
分
の
会
費
相
当
、
納
入
取
扱

い
時
期
は
卒
業
ま
た
は
修
了
後
1
ヶ
年
に
限
る
） 

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び
会

員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を
写

真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電
子

版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

支
部
のE

-M
ail

登
録
会
員
の
皆
様
に

配
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部

ブ
ロ
グ
に
も
登
載
し
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（副
支
部
長
）

 

黒
井 

登
起
雄 
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